東京多摩地区における薬薬連携の活動報告

東京都　多摩薬薬連携協議会 

· 阿部宏子、上村直樹、奥山 清、斉藤伸介、阪本康典、下平秀夫、根岸 務、

等 淳一郎、堀 博昭、前田良廣、茂木 徹、山田哲道、山田政人、吉尾隆、

村田和也、戸塚淳逸 

 【薬薬連携協議会の概要】

平成14年4月、東京・多摩地区の薬薬連携協議会が発足した。会則でその目的を「本会は多摩地域の薬剤師相互の交流を図り、医療の発展に貢献することを目的とする」とし、活動内容は、「1.医療分野における連絡・協議、2.研修・研究会、3.その他」と規定している。委員構成は、多摩地区基幹病院の病院薬剤師（多摩西南支部および多摩東支部）と、多摩地区の保険薬局より選出された薬剤師である。委員長は両組織から1名づつ選出されている。平成16年9月現在、戸塚委員長を含む都薬支部委員11名、村田委員長を含む病薬支部委員10名（多摩東支部4名、多摩西南支部6名）の構成となっている。連携のための組織を徐々に作りながら課題を整理して企画を立案している。今回は、当協議会の現況について紹介させていただきたい。

【定例協議会の開催】

平成14年4月に第1回協議会を開催して以来、隔月に行っている。平成16年8月には第14回協議会を開催した。

【シンポジウムの開催】

平成15年7月に八王子学園都市センターにて第1回多摩薬薬連携協議会シンポジウムを開催し、本年5月には第3回を開催、11月には第4回が開催される。第1回は本会の設立趣旨の説明および定例会の報告を行った。第2回は処方せん疑義照会業務を中心に、病院薬剤師の立場から発表し、第3回は薬局薬剤師の立場から発表した。第4回以降は、関東近縁の薬科大学、薬学部にも積極的参加を呼びかけることとした。地域医療の向上のため、薬剤師の連携が不可欠であるとの認識を新たにしている。

■第1回多摩薬薬連携協議会シンポジウム（平成15年7月22日）

1．協議会設立の趣旨と経過報告　戸塚淳逸委員長（都薬南多摩支部）

2．病院薬剤師の活動紹介と薬薬連携の展望　明石貴雄 副委員長（現東医大）

3．適正な処方せんと正確な調剤　茂木 徹委員（都薬八王子支部）

4．患者情報の共有化「お薬手帳の利用」堀 博昭委員（都薬八王子支部）

5．総合討論

■第2回多摩薬薬連携協議会シンポジウム（平成15年11月18日)

－病院薬剤師の立場から－

1.「国家公務員共済組合連合会立川病院から」　阿部真寿美（都病薬多摩西南支部）

2.「東京医科大学八王子医療センターから」　奥山清委員（都病薬多摩西南支部）

3.「 町田市民病院から」　木下保子委員（都病薬多摩西南支部）

4.「日野市立病院から」　大澤昭子委員（都病薬多摩西南支部）

5. 総合討論

■第3回多摩薬薬連携協議会シンポジウム(平成16年5月25日)

－薬局薬剤師の立場から－

1.「医療機関への問い合わせ事」　斉藤伸介委員（都薬南多摩支部）

2.「広域処方せん受け入れの課題」山田弘志（都薬八王子支部）

3.「FAX案内コーナーの善と悪」上村直樹委員（都薬北多摩支部）

4. 総合討論

■第4回多摩薬薬連携協議会シンポジウム(平成16年11月8日　予定)

｢大学教育における処方せん疑義照会のあり方｣ 厚田 幸一郎（北里大学薬学部）

1.「中規模病院の現状」奥隅貴久美 （都病薬多摩西南支部）

2.「処方せん問い合わせ－調剤薬局からの要望」　山田政人委員（南多摩支部）

3.「処方せん問い合わせの問題点と打開策」奥山 清委員 （都病薬多摩西南支部）

4. 総合討論

【今後の展望】

東京・多摩地区の薬薬連携協議会は立場の異なる薬剤師が同じテーブルについたことの意義が大きい。時間をかけてお互いを理解し、問題の発掘とその解決に向けての方針を決めていかなければならない。一方、薬学部６年生を控え、今後、実務実習など大学との連携も重要である。今後定期的にシンポジウムを開催し地区薬剤師、大学教員の積極的参加を促し、会員各位の意識の向上を図って行きたいと考えている。
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